
  

朝日 遺跡 の 資料 
本 特別 企画 展 で は 、 唐 古 ・ 鍵 遺跡 、 池上 曽根 遺跡 の 資料 を 中 心 に 、 弥生 時 代 の 巨大 集落 を 紹介 し て きま し 

た 。 本 頁 で は 、 関連 する 基本 展示 室 の 朝日 遺跡 の 資料 を 掲載 し ます 。 ぜひ 特別 企画 展 と 合わ せ ご 覧 くだ さい 。 

15-3 G 鳥 形 木製 品 朝日 遺跡 
(弥生 中 期 ノ 本館 蔵 ) 
板 で 作ら れ た も の 、 立体 的 な 造形 の も の 

が あり ます 。 

    

    

  

r 15-1 〇 弥生 中 期 の 土器 ほか 朝日 遺 下 15-2_ 〇 サ ヌ カ イト 製 石 剣 朝日 遺跡 
(弥生 中 期 / 本 館 蔵 ) (弥生 中 期 / 本 館 蔵 ) 
集落 最盛 期 の 頃 の 土器 。 朝日 遺 蹴 集落 の 近畿 地方 か ら 搬入 され た 交易 品 か 。 
特産 品 と も いえ る 円 窓 付 土器 。 
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- 15-5 ロケ ーション ジオ ラマ 15-6 G 鋼 鍵 ・ 金 属 製品 朝日 遺 中 回 日 NE = 二 
集落 の 最盛 期 で ある 弥生 時 代 中 期 の 集落 と 人 々 の 生活 の 様子 を 復元 し て いま す 。 (弥生 本 館 蔵 ) ニー 芝川 和 ミニ 

多彩 な 青銅 器 が 出土 し て お り 、 集落 で 鋳 0 
造 が 行わ れ て いた 可能 性 が あり ます 。 
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は じ め に 

朝日 遺跡 は 、 推 定 面 積 80 万 mi に 及ぶ 、 全国 で も 有数 の 規模 を 誇る 弥生 時 代 の 集落 遺跡 で す 。 この よう な 巨 
大 集落 は 、 弥 生 時 代 中 期 に 日 本 列島 の 各地 に 現れ 、 地域 の 中 核 的 な 集落 と し て 発展 し まし た 。 
本 展覧 会 で は 、 奈 良 県 の 唐 古 - 鍵 遺跡 大阪 府 の 池上 曽根 遺跡 と いう 近畿 地方 を 代表 する 巨大 集落 を 取り 
上 げ ば 、 集落 の 成り 立ち 、 そ こ で 行わ れ た 生産 活動 や 交流 に つい て 紹介 し ます 。 基本 展示 室 の 朝日 遺跡 の 情報 
と 比較 する こと で 、 弥生 時 代 の 巨大 集落 の 実態 を 明らか に し 、 どの よう に し て 巨大 集落 が 出現 し た の か 、 そ の 
背景 を 紐解い て いき ます 。 

目次 

   
  

近畿 の 巨大 集落 ーー… 2 

巨大 集落 の 大 きき 比較 ーー 9 

も の づく < り 人 (石器) トド トー ドド ドー 5 

も る の づく り ( 青 鋼 器 ) ドー ドー ドー ドー 7 

交易 ・ 交 流 ドド ドド ドー ドー 9 

マツ リ の 場 バード ーーー 1 1 

行っ て みよ う 、 史 跡 と 博物 館 ・………… 13 
朝日 遺跡 の 資料 ドド ーー 1 5 

1-1 水文 が 拉 か れ た 吾 唐 古 ・ 人 人 
(弥生 中 期中 葉 / 田 原本 町 教育 委員 会 蔵 

| 
・ 本 書 は 2021 年 10 月 23 日 か ら 12 月 19 日 まで 、 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム で 開催 する 特別 企画 展 「 弥 生 の 巨大 集落 ] の 展示 パン フレ ッ ト で ある 。 
* 本 書 の 構成 と 実際 の 展示 構成 と は 異な る 部 分 が ある 。 
・ 本 書 の 時 期 区 分 は 、 弥 生 時 代 前 期 (BC.8 一 BC.4c) 、 中 期 (BC.4 一 BC1c)、 後 期 (AD.1 一 2c) 、 終 末期 (AD.2 一 3c) と する が 、 各 地域 の 並行 関係 は 厳密 な 
も の で は な い 。 

* 掲 載 資料 の うち 重要 文化 財 に は 「 〇 」、 地 方 自治 体 指定 文化 財 に は 「 〇 」 を 付 し て いる 。 
本書 の 執筆 編集 は 、 原 田 幹 が 行っ た 。 
・ 本 展覧 会 の 開催 に あたり 、 下 記 の 機関 個人 か ら 協 力 を 得 た 。 

和泉 市 いずみ の 国 歴史 館 、 泉 大 津 市 教育 委員 会 、 和 泉 市 教育 委員 会 、 大 阪 府 教育 庁 、 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 、 唐 古 ・ 鍵 考古 学 ミュ ー ジ アム 、 佐 賀 県 
教育 委員 会 、 田 原本 町 教育 委員 会 、 田 原本 町 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー 
秋山 浩三 、 奥 野 美 和 、 柴 田 将 軸 、 渋 谷 格 、 竹 原 伸次 、 千 葉 太朗 、 塚 本 浩司 、 西 岡 成 晃 、 補 宜 田 佳 男 、 藤 田 三郎 、 三 好 英 樹 、 渡 瀬 加奈 子 
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大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 2006 『 平 成 18 年 度 秋季 特別 展 弥 生 人 躍動 す - 池 上 曽根 と 吉野 ヶ 里 -』 
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表紙 写真 上: 奈良 県 唐 古 ・ 鍵 遺 貴 復 元 楼 半 、 中 : 大 阪 府 池 上 蛍 根 遺 貴 復元 大 型 建物 、 下 : 愛 知 県 朝日 遺跡 ロケ ーション ジオ ラマ ※ 本 館 撮影 

    
  

近畿 の 巨大 集落     

男 証 還 唐 古 ・ 独 遺跡 

唐 古 ・ 鍵 遺跡 は 、 奈良 県 田原 本 町 大 字 唐 古 か ら 鍵 に か 
け て 所 在 す る 弥生 時 代 の 環 漂 集 落 で す 。 奈良 盆地 の ほぼ 

中 央 に 位置 し 、 標高 48 一 51 メ ー ト ル の 沖積 地 に 立地 し て い 

ます 。 1936・7 年 に 国道 敷設 用 採 土 に 伴い 唐 古池 底 の 調査 
が 行わ れ 、 こ の と き 出 土 し た 土器 や 木製 品 等 に より 、 近畿 
地方 の 土器 編 年 の 枠組 み を 作る と と も に 、 弥生 時 代 が 農 
炎 社会 で ある と 明らか に な り ま し た 。 
集落 は 、 多 条 環 漂 を めぐ ら せ 、 大型 建物 、 堅 炎 住居 、 本 

器 貯蔵 穴 、 井戸 、 区 画 溝 な どの 遺構 で 構成 され て いま す 。 
大 環 漂 (内 漂 ) は 直径 400 一 530 メ ー ト ル の 範囲 を 囲み 、 外 

菩 を 含め た 全体 の 面積 は 、 約 42 万 融 に 及び ます 。 土器 、 林 
製品 、 石器 、 骨 角 器 の 他 、 種子 、 獣 骨 類 な ど 多種 多様 な 遺 

物 が 出土 し て いま す 。 さら に 、 鋼 鍵 の 鋳 地 を は じ め 青 負 器 
鐘 造 関係 遺物 、 得 鉄鉱 容器 に 入っ た ヒス イ 製 勾玉 、 楼 閲 

2-1 弥生 時 代 中 期 の 土器 唐 古 ・ 鍵 遺跡 が 描か れ た 絵画 土器 な ど 特 殊 な 遺物 も 出土 し て いま す 。 

生還 原本 用人 員 会 遺跡 の 約 10 万 mi は 国 の 史跡 に 、 出 土 品 は 重要 文化 財 に 
指定 され て いま す 。 

較 較 池上 曽根 遺跡 

池上 曽根 遺跡 は 、 大 阪 府 和泉 市 池上 町 を 中 心 に 泉大津 
市 曽根 町 な ど を 含む 南北 1.5km、 東西 0.6km の 範囲 に 広 が 
る 弥生 時 代 の 環 涯 集落 で す 。 遺跡 は 大 阪 湾 に 面 し た 標高 
8 一 13m の 低位 段丘 ふし く は 扇状 地 に 立地 し 、 現 在 の 海岸 
線 ま で の 距離 は 約 2km ほ ど で す 。 

集落 は 弥生 時 代 前 期 か ら 後期 まで ほぼ 全 期 間 を と お し 
て 営ま れ ま し た が 、 も っ と る 発展 し た の は 中 期 後半 で す 。 中 
期 前 半 に 掘削 され た 環 六 の 外側 に きら に 新しい 環 六 を 所 
り 、 集 落 の 規模 は 南北 450m、 東 西 320m 以 上 の 規模 が あ 
り ま し た 。 この 時 期 、 集落 の 中 心 に は 、 20mx7m に も 及ぶ 
巨大 な 撮 立 柱 建物 が 建て られ まし た 。 出土 遺物 に は 、 土 
器 、 石器 、 木製 品 の 他 、 青 銅器 の 鋳造 に 関係 する 特殊 な 
遺物 、 獣 骨 や 魚 骨 な ど が 出土 し て いま す 。 

約 11 万 5 千 mf の 範囲 が 国 の 史跡 に 指定 され て いま す 。 ま 
た 、 出土 品 の うち 木製 品 は 大 阪 府 の 有形 文化 財 に 指定 き 
れ て いま す 。 

  

2-2 弥生 時 代 中 期 の 土器 池上 曽根 遺 貴 
(弥生 中 期 / 大 阪 府 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 ) 

  

1-1.2-1: 本 館 撮影 、 2-2: 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 
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3-2 池上 曽根 遺 下 全 体 図 
0 100m 200m 

  

弥生 集落 の 規模 を 測る の に は 、 い くつ か の 物差し が あり ます 。 も っ と も 分 か りや すい の は 、 集落 の 広がり 

(大 きき ) ある い は 面積 で し ょ う 。 ここ で は 、 本 展覧 会 で 取り 上 げ る 唐 古 ・ 鍵 遺跡 、 池上 曽根 遺跡 、 そ し て 朝日 

遺跡 の 平面 図 を 同じ 縮尺 で 掲載 し まし た 。 いずれ も 全国 有数 の 規模 を も つ 大 集落 で す 。 

他 に も 、 集落 が どの 程度 の 期間 継続 し た の か 、 住 大 等 の 遺構 の 数 や 客 度 、 出土 する 道 物量 な ども 集落 の 規 

模 を 知る 目安 と な り ま す が 、 定 量 的 な 比較 は 簡単 で は あり ませ ん 。 
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3-1 : 藤田 2019、 3-2: 秋 山 2006、 4-1: 本 館 

 



  

  

も の づく り ( 石 器 ) 
巨大 弥生 集落 の 発掘 調査 で は 、 膨大 な 量 の 土 淡 、 石 妖 な ど が 出土 し て いま す 。 これ ら の な か に は 、 し ば し 

ば 製作 途中 の 未成 品 や その 残 材 な ど が み ら れ ます 。 と くに 石 益 は 、 原石 か ら 製 品 ま で の 製作 工程 を 追う こ 

が で き 、 石材 の 人 手 か ら 、 集落 内 で の 生産 活動 の 様子 まで 細か く 復元 する こと が で きま す 。 

巨大 集落 で は 、 石 只 製 作 を は じ め 、 土 妖 、 木製 品 な ど 、 きま ざま な も の づく り の 場 と し て 、 活発 な 生産 活動 が 

行わ れ て いま し た 。 

| 

  

画 証 較 唐 古 ・ 鍵 直 蹴 

  
5-1 石 店 ] と その 未成 品 唐 古 ・ 鍵 遺跡 (弥生 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ) 6-1 石 店 の 製作 過程 と 石器 製作 の 道具 池上 曽根 遺 貴 ( 弥 生 中 期 一 後期 / 大 阪 府 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 ) 

を 結晶 片 岩 製 の 石 褒 と その 未成 品 、 右 : 流 紋 岩 製 の 石 褒 と その 未成 品 石 記 耳 は 和歌 山県 紀ノ川 で 産出 する 片岩 を 素材 と し て 作ら れ た 。 写 真 は 、 製 作 途中 の も の と 鼓 打 具 、 砥 石 、 石 名 な ど 。 

   
! 購 さや 

で 和 画 昌 . 吐 盛 史 5-3 〇 サ ヌ カ イト の 石 剣 と 木製 形 唐 古 ・ 鍵 遺 中 6-2 磨 製 石 証 池上 曽根 遺 中 6-3 サ ヌ カイ ト 製 の 石器 池上 曽根 遺跡 
た 上 : 沿革 (弥生 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 (弥生 中 期 / 大 阪 府 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 (弥生 中 期 ノ 大 阪 府 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 ) 

Es4 木製 の 軸 に 収め られ た 状態 で 出土 し まし た 。 刃 と 柄 の 間 に 樹 友 が 石 店 十 は イネ な どの 穀物 の 穂 を 摘み 取る 収穫 具 で す 。 孔 を あけ 、 紐 左 : 石 鐘 、 右 : 石 剣 に うん 
奈良 県 と 大 阪 府 の 境 に ある 二 上 山 で 産出 する サ ヌ カ イト 。 原 石 や 石 巻 か れ て いま す 。 を 通し て 使わ れ ま し た 。 奈良 県 と 大 阪 府 の 境 に ある 二 上 山 で 産出 する サ ヌ カ イト が 用 いら 

核 も 出土 し て いま す 。 一 部 香川 県 金山 の サ ヌ カ イト も 用 いら れ て い れ て いま し た 。 
まし た 。 

  

5-1-2: 本 館 撮影 、 5-3: 田 原本 町 教育 委員 会 、 6-1 一 3: 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 

 



  

  

も の づく り ( 青 銅器 ) 

  

/-1 銅 鍵 の 鋳造 風景 

画 証 較 唐 古 ・ 妊 遺 玉 

    
  

7-2 送風 管 唐 古 ・ 鍵 遺跡 
(弥生 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

  

7-3 鋳 張り 唐 古 ・ 鍵 遺 貴 
(弥生 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

7-4 〇 青銅 器 鋳造 関連 遺物 唐 古 ・ 鍵 遺 下 ( 弥 生田 原本 町 教育 委員 会 蔵 / 重 要 文 化 財 ) 
唐 古 . 鍵 遺跡 で は 、 炉 跡 と み ら れ る 遺構 が 検出 され て いま す 。 周 辺 で 出土 し た 遺物 に は 、 石 製 

鋳型 、 十 製 鐘 型 外 枠 、 送 風 管 、 取 瓶 また は 坦 掲 と され る 高 下 形 土 製品 な ど が あり ます 。 

  

どう けん どう 

青 鋼 器 を 鐘 造 する 技術 は 、 弥 生 時 代 の 最 先端 技術 で し た 。 弥生 時 代 に は 、 魚 争 を は じ め 、 鋼 、 鋼 剣 、 負 
六 、 鋼鉄 、 巴 形 銅器 な ど 、 さま ざま な 青銅 器 が 作ら れ ま し た が 、 どの 集落 で も この 技術 を も っ て いた わけ で は 
あり ませ ん 。 _- 
唐 古 ・ 鍵 遺跡 で は 、 青 鋼 器 の 鏡 造 が 行わ れ た 炉 の 跡 が 見 つか っ て お り 、 鋼 録 や 武器 の 鋳型 鋳型 の 外 竹 、 

炉 に 空気 を 送り 込む 送風 管 、 注 け た 鋼 を 受け 鋳型 に 流し 込む 取 瓶 な どの 鋳造 関係 の 道具 、 鋳造 時 に 生じ た 
鏡 張 り が 出土 し て いま す 。 池上 曽根 遺跡 で も 、 鋳型 、 送風 管 、 高 熱 で 変形 し た 土器 な ど 、 青銅器 の 鋳造 が 行わ 
れ て いた こと を 示唆 する 遺物 が 出土 し て いま す 。 

巨大 集落 は 、 優 れ た 技術 を も つ 工 房 や 工人 を 有する 最 先端 の 技術 セン ター と し て の 役割 を も も っ て いた の で 
し ょ う 。 

画 還 題 池上 肖 根 遺 訪 

  

8-1 石 製 鋳型 池上 曽根 遺跡 (弥生 中 期 / 和 泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 8-3 送風 管 池上 曽根 遺 貴 
(弥生 中 期 一 後期 / 大 阪 府 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 ) 

  

8-2 土 製 鋳型 池上 曽根 遺跡 (弥生 中 期 / 和 泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 8-4 高温 を 受け て 変形 し た 土器 池上 曽根 遺 貴 
(弥生 中 期 / 和 泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 
溶かし た 青銅 を 受け る 取 靖 の 可能 性 が あり ます 。 

  

71-3: 田 原本 町 教育 委員 会 、 8-1.2-4 : 和 泉 市 教育 委員 会 、 8-3: 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 

 



  

  

9-1 各地 か ら 唐 古 ・ 鍵 遺跡 に 運ば れ て きた 土器 

    

9-2 円 窓 付 土器 唐 古 ・ 鍵 遺跡 
(弥生 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

弥生 の 宝石 箱 

掲 鉄鉱 は 、 精 良 な 粘土 を 核 と し て 砂 秦 が 鉄分 に よっ て 
芝 を 作っ た 自然 の 鉱物 で す 。 この 褐 鉄鉱 を 容器 と し 、 そ の 

な か に ヒス イ 製 の 勾玉 2 点 が 納め られ て いま し た 。 細か く 

割れ た 土器 片 は 容器 の 善 と し て 使わ れ て いた も の で す 。 
と ころ で 、 褐 鉄鉱 内 部 に 存在 し た で あろ う 粘 土 は 、 同時 

代 の 中 国 に お いて 神仙 思想 (道教 ) の 仙 薬 の 一 つ で し 

た 。 唐 古 ・ 鍵 の 人 々 が 、 こ の よう な 中 国 の 思想 に つい て 知 

識 を も っ て いた 可能 性 も 考え られ て いま す 。 

9-3 伊勢 湾 地 域 の 特徴 を も つづ 土器 唐 古 ・ 鍵 遺跡 
(弥生 中 期 / 田 原本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

  

   

  

Te 

9-4 褐 鉄鉱 容器 に 納め られ て いた ヒス イ 製 勾玉 
唐 古 ・ 鍵 遺跡 (弥生 中 期 / 田 原本 町 教育 委員 会 蔵 ) 

  

画 証 還 池上 根 遺 玉 

巨大 集落 は 地域 の 拠点 的 な 集落 で ある と 

同時 に 、 より 遠 方 と の 交易 や 交流 の 拠点 と し 

て も 機能 し て いた よう で す 。 遠隔 地 か ら 運 ば 

れ た (ある い は その 形 を 模 條 し た ) 土器 が 多 

く 出土 する こと は 、 広域 に わた る 人 々 の 交流 

が あっ た こと を うか が わせ ます 。 また 、 石 器 

の 材料 と な る 石材 は 、 遺跡 周辺 で は 採取 で 

き な い も の が 含ま れ 、 も の づく り を 介し た 活 

発 な 交流 を 読み 取る こと が で きま す 。 

さら に ヒス イ や 金属 な どの 特殊 な 製品 

は 、 より 遠方 へ と 運ば れ て いま し た 。 弥生 時 

代 の 人 々 の 交流 が 、 列島 規模 、 場合 に よっ て 

は 海外 も 含む 広域 な も の で あっ た こと が わ 

か り ま す 。 

10-2 弥生 時 代 最大 級 の ヒス イ 製 勾玉 池上 曽根 遺 貴 
(弥生 中 期 / 大 阪 府 教 育 委 員 会 蔵 ) 

いと い が わ 

長 さ 6.3cm、 重 さ 120g、 新 潟 県 の 共 魚 川 流域 で 産出 する 

ヒス イ で 作ら れ た も の で す 。 

弥生 の は か り 

比較 的 最近 に な っ て 、 西日本 を 中 心 と し て 計量 用 の お も 
り 「 権 」 と み ら れる 石 製 分 鋼 の 発見 が 相次い で いま す 。 
また 、 こ れ ま で 装 節 品 と 考え られ て きた 一 部 の 土 製品 に 

も その 可能 性 が 指摘 され て いま す 。 正確 な 計量 を 行う こと 
は 、 公正 な 取引 だ け で な く 、 科学 技術 の 進歩 に も 不可 欠 な 
こと で す 。 弥生 時 代 の 人 々  が 、 大 陸 の 度量 衡 の 制度 を 理 

解 し 、 交易 よど に 利用 し て いた こと も 考え られ て いま す 。 

  
  

10-1 石材 か ら み た 池上 曽根 遺跡 の 交流 
石器 や 石 製 の アク セ サ リ ー の 製作 に 用 いら れ た 石材 は 、 日 本 列島 の 広い 範囲 
か ら 運 ば れ ま し た 。 

      
10-3 分 銅 ( 左 ) と 磨 製 石 攻 ( 右 ) 池上 曽根 遺跡 
(弥生 中 期 ノ 和泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 
磨 か れ た 円 筒 形 の 石 製品 で 、 重 さ を 量 る 分 銅 だ と 考え ら 

れ て いま す 。 

9-1.4 : 田 原本 町 教育 委員 会 、 9-2.3: 本 館 撮 影 、 10-1: 和 泉 市 教育 委員 会 泉大津 市 教育 委員 会 、 10-2: 大 阪 府 教育 委員 会 、 10-3: 和 泉 市 教育 委員 会



  

  

マツ リ の 場 

男 還 題 唐 古 ・ 鯉 適 蹴 

近年 弥生 時 代 の 集落 遺跡 か ら 、 大型 の 掘 立 柱 建 物 の 検出 事例 が 増加 し て いま す 。 唐 古 ・ 鍵 遺跡 と 池上 曽 

根 遺 跡 は 、 これ ら の 大 型 建物 発見 の 先駆 け と な っ た 遺跡 で も あり ます 。 

大 型 建物 の 性 格 と し て は 、 神殿 、 首長 の 居館 等 様々 な 説 が あり ます 。 大 型 建物 の 周辺 に は 広場 を と も な っ て 

いた り 、 特殊 な 道 構 、 遺物 が みつ か っ た りす る こと か ら 、 日 常 的 な 生活 の 場 と は 異な る マツ リ の 場 と し て の 役 

割 が あっ た と 考え られ て いま す 。 

11
.6
m     はい 

11-2 大 型 建物 の 復元 模型 と 模擬 戦 を する 人 々  

大 型 建物 の 前 の 広場 で 、 模 擬 戦 (儀礼 的 な 戦い ) が 行わ れ た 様子 を 
復元 し て いま す 。     中 央 柱 列 東 人 柱 列 西側 柱 列 

人 較 信 を 建て る た め の 穴 一 棟 持 柱 
人 往 を 抜く < た め の 穴 
但 建 っ て いた 柱 0 5m 

  

[抜かれ た 柱 

11-1 大 型 建物 蹴 の 平面 図 唐 古 ・ 鍵 遺 貴 
弥生 時 代 中 期初 頭 の 建物 。 長 辺 11.6m・ 短 辺 6.8m で 、 両 サイ ド に 棟 
を 支え る 柱 が 設置 され て いま し た 。 首長 の 館 、 神 殿 、 集 会 所 、 倉 庫 な 
どの 説 が め り ま す 。 

ーー ーー ーーーーーーーー ーー 

  

ろう か く EN 

11-3 の 〇 楼 闘 と 大 型 建物 が 描か れ た 土器 唐 古 ・ 鍵 遺 中 | 
(弥生 中 期 後 葉 ノ 田原 本 町 教育 委員 会 蔵 ノ 重要 文化 財 ) 11-4 復元 され た 検 閣 
夫 の 体 部 に 描か れ た 高層 の 建築 物 。 弥 生 時 代 に 楼 開 が あっ た と し 土器 に 描か れ た 絵画 を 元 に 復元 され 、 遺 跡 の ラン ド マ ー ク と な っ て 
て 、 新 聞 等 で 大 々 的 に に りあ げ ら れ ま し た 。 いま す 。 

  

画 還 還 池上 首 根 遺 玉 
0 5m 

  

    四 靖 大 型 掘 立柱 建物 D グー や 

四国 大 型 掘 立柱 建物 
思 大 型 掘 立柱 建物 B びび 

還 還 記 大 型 掘 立柱 建物 C 
庫 還 | 大 型 掘 立柱 建物 1 NE 

12-1 大 型 建物 と 大 型 井 戸 の 平面 図 池上 曽根 遺 貴 
弥生 時 代 中 期 後 葉 の 建物 。 複 数 建 替 が 行わ れ 、 最 大 の も の は 長 辺 約 20m・ 短 辺 約 7m、 長 辺 の 

両 サイ ド に 棟 を 支え る 棟 持 柱 を 備え て いま す 。 大 型 建物 の 南側 に は 、 大 木 を 割り 抜い た 井戸 枠 
を も つつ 大 型 井 戸 が 設置 され て いま し た 。 

12-5 サ ヌ カ イト の 和 肥 片 と 磨 製 石 産 
12-4 建物 が 描か れ た 土器 池上 細 根 遺跡 池上 曽根 遺跡 (弥生 中 期 ノ 和泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 
(弥生 中 期 / 和 泉 市 教育 委員 会 蔵 ) 大 型 建 物 の 周辺 に 磨 製 石 大 を け ヌ カイ ト の 刀 片 で 
独立 棟 持 柱 を も つ 建 物 が 描か れ て いま す 。 包む よう に 埋 納 され て いま し た 。 

島 を か か げ る 

鳥 を か た どっ た 木製 品 は 池上 曽根 遺跡 の 発掘 調査 で 

注目 され 、 そ の 後日 本 各地 の 遺跡 か ら 出 土 し て いま す 。 池 

上 曽根 遺跡 の も の は 、 腹部 に 穴 が あけ られ て お り 、 棒 を 刺 

し て 高く か か げ ら れ た よう で す 。 背 に 羽 を 取り 付け る た め 

の 切り 込み を 持つ も の も あり ます 。 

復元 され た 池上 曽根 遺跡 の 大 型 掘 立柱 建物 の 屋根 に 

    

12-2 大 型 建物 と 大 型 井戸 
池上 曽根 遺跡 

   
12-3 大 型 建物 の 木 柱 池上 曽根 遺 貴 
ヒノ キ や ケヤキ の 建物 の 柱 ( 柱 根 ) が 残 
存 し て いま し た 。 そ の 1 本 は 年 輪 年 代 測 
定 法 に より BC.52 年 に 伐採 され た こと 
が 明らか に な り 、 弥 生 時 代 の 実 年 代 論 
争 に 一 石 を 投じ まし た 。 

  

12-6 〇 鳥 形 木製 品 池上 曽根 遺跡 (弥生 中 期 / 大 阪 府 
は 、 鳥 形 木製 品 が 取り 付け られ て いま す 。 教育 委員 会 ・ 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 蔵 / 大 阪 府 指定 文化 財 ) 

11-1: 藤 田 2019、 11-2 一 4 田原 本 町 教育 委員 会 、 12-1: 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 2021、 12-2 一 5 : 和泉 市 教育 委員 会 、 12-6: 大 阪 府 立 弥生 文化 博物 館



  

  

  
   

行っ て みよ っ う 、 史 跡 と 博物 館 
唐 古 ・ 鍵 遺跡 と 池上 曽根 遺跡 は 、 国 の 史跡 に 指定 され 、 史 跡 公 園 と し て 整備 され て いま す 。 史跡 の 地下 に 

は 、 貴重 な 遺構 が 保存 され る と と も に 、 本 書 で 紹介 し た 楼 開 や 大 型 建物 等 が 復元 され 、 弥生 時 代 の 巨大 集落 

の 姿 を イメ ー ジ で きる よう 工夫 され て いま す 。 また 、 周辺 に は 遺跡 を 紹介 する 博物 館 や ワー クシ ョ ッ プ を 実施 す 

る 施設 も 整備 され て いま す 。 

本 頁 及 び 次 頁 で は 、 各 遺 跡 の 史跡 公園 、 施設 等 の 情報 を 掲載 し て いま す 。 興味 を も た れ た 方 は 、 ぜ ひ 現 地 

を 訪れ 、 弥生 時 代 の 情報 に 触れ て みて くだ さい 。 

画 証 題 唐 古 ・ 独 遺 蹴 

    

唐 古 ・ 鍵 遺跡 史跡 公園 

住 所 : 奈 良 県 磯城 郡田 原本 町 唐 古 50 一 2 

開館 時 間 : 開 園 時 間 :9:00 一 17:00 (入園 は 16:30 ま で ) 

休 日 月 曜日 (祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 、 年 末年 始 (12/28 で (させ 

電 話 :0744-34-5500 

F > > :0744--34-5511 

周囲 の 田園 風景 を 含め た 弥生 時 代 の 「 風 景 」 の 再現 こ か つて この 場 で 
行わ れ て いた で あろ うつ 「 生 活 」 を 追 体験 で きる 場 と し て 運営 され て い 

ます 。 

  

唐 古 ・ 鍵 考古 学 ミ ュー ジア ム 

住 所 : 奈 良 県 磯城 郡田 原本 町 阪 手 233 一 1 

(田原 本 青垣 生涯 学習 セン ター2 階 ) 

開館 時 間 :9:00 一 17:00 (入館 は 16:30 ま で ) 

休 館 日 : 月 曜日 (祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 、 年 末年 始 (12/28-174) 

> 館 料 : 一 般 200 円 、 高 大 生 100 円 、 中 学生 以下 無料 

電 話 :0744--34-7100 

F _ A X :0744-34ー0522 

唐 古 ・ 鍵 遺跡 の 考古 資料 を 中 心 に 展示 し 、 弥生 時 代 の 情報 を 発信 し て 
いま す 。 

  

  

唐 古 ・ 鍵 考古 学 ミ ュー ジア ム 

画 証 題 池上 根 遺 訪 

池上 曽根 遺跡 史跡 公園 

住 所 : 大 阪 府 和泉 市 池上 町 四 丁 目 14-13 
開館 時 間 :10:00-17:00 

休 日 : 月 曜日 (祝日 の 場合 は 翌日 ) ・ 祝 日 の 翌日 

・ 征 末年 始 
> 園 料 : 無 料 
電話 ・FAX :0725 一 45 一 5544 

弥生 時 代 最大 級 の 大 型 建物 大型 井戸 を 復元 。 市 民 の 束 い の 場 と し 
て 賑わっ て いま す 。 

  

大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 

住 所 : 大 阪 府 和泉 市 池上 町 四 丁 目 8 一 27 

開館 時 間 :9:30 一 17:00 (入館 は 16:30 ま で ) 

休 館 日 : 月 曜日 (祝日 の 場合 は 翌日 ) ・ 年 末年 始 

> 館 料 : 一 般 310 円 、65 歳 以上 ・ 高 大 生 210 円 、 

中 学生 以下 無料 

特別 展 ・ 企 画展 の 開催 時 は 入館 料 が 変わ り ま す 

電 話 :0725 一 46 一 2162 

F _ A X :0O725-46 一 2165 

広く 弥生 文化 を テー マ と する 博物 館 。 キャ ッ チ フレ ー ズ は 「 卑 弥 呼 と 
出 会 つ 博物 館 」 。 

  

泉大津 市 立 池上 曽根 弥生 学習 館 

住 所 : 大 阪 府 泉大津 市 千原 町 二 丁 目 12 一 45 

開館 時 間 :10:00 一 17:00 (入館 は 16:30 ま で ) 

休 館 日 月 曜日 (祝日 の 場合 は 翌日 ) ・ 祝 日 の 翌日 

(土日 除く ) ・ 年 末年 始 

> 館 料 : 無 料 ( た だ し 体験 学習 は 実費 ) 

電 話 :072520-1841 

F A X :0O72520-1866 

土器 づく り 、 ろ う 石 を 用 いた 勾玉 ・ 丸 玉 づ くり な ど 、 いつでも ・ だ れ で 
も 気軽 に 弥生 時 代 の も の づく り が 体験 で きま す 。 

  

  
  
和泉 市 いずみ の 国 歴 史 館 

住 所 : 大 阪 府 和泉 市 まな び 野 2 一 4 
( 宮 ノ 上 公園 内 まな び の プラ ザ ) 

開館 時 間 :10:00 一 17:00 (入館 は 16:30 ま で ) 
休 館 日 月 曜日 (祝日 の 場合 は 開館 ) 、 祝 日 の 翌日 

(土日 の 場合 は 開館 ) 、 年 末年 始 、 そ の 他 展 示 
入れ 替え 期間 (不定 期 ) 

> 館 料 : 無 料 (特別 展 は 有料 の 場合 あり ) 
電話 ・FAX :0725 一 53ー0802 

池上 曽根 遺跡 を は じ め 和 泉 市 内 の 遺跡 の 出土 品 や 、 地域 に 伝わる 古 
文書 、| 旧 町 村役場 公文 書 、 民俗 資料 な ど を 展示 し て いま す 。 

    
いずみ の 国 歴史 館 (まな び の プラ ザ ) 

  

13-1-3: 田 原本 町 教育 委員 会 、 14-1・4 : 和 泉 市 教育 委員 会 、 14-2: 大 阪 府立 弥生 文化 博物 館 、 14-3: 泉 大 津 市 教育 委員 会


